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１ 基本計画の背景と目的 

  市立府中第五小学校（以下「五小」といいます。）の改築事業を進めるに当たり、第

２次府中市学校施設改築・長寿命化改修計画（以下「第２次計画」といいます。）で示

す市全体の学校施設の整備方針を踏まえ、新たな学校施設の規模や事業スケジュール

を設定するための与条件を整理し、令和７年１０月に府中市立府中第五小学校改築に

伴う基本構想（以下「基本構想」といいます。）を策定しました。 

  基本構想では、五小がこれまで積み重ねた教育活動や地域との関わりなどの特色を

整理し、改築事業における整備方針を示しています。 

  府中市立府中第五小学校改築に係る基本計画（以下「本計画」といいます。）は、基

本構想で示した整備方針を具体化するものであり、これまでの市立小・中学校におけ

る改築事業で得られた成果や課題を踏まえるとともに、児童の意見や学校関係者、地

域住民によるワークショップ等での意見を反映し、五小改築事業の設計業務を進める

上での基本的な考え方を整理するものです。 
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２ 改築校の概要 

 (1) 地域・地区要件等 

  ア 所在地：東京都府中市本宿町１丁目５１番地 

イ 敷地面積：１９，７３７．１４㎡（実測値による） 

ウ 用途地域等 

用途地域 第一種中高層住居専用地域 準住居地域 

建ぺい率 ６０％ ６０％ 

容積率 ２００％ ３００％ 

高度地区 第二種高度地区 第三種高度地区 

防火指定 準防火地域 防火地域 

日影規制 ３ｈ－２ｈ／４．０ｍ ５ｈ－３ｈ／４．０ｍ 

地区計画 西府駅周辺地区地区計画 

景観形成推進地区 府中崖線景観形成推進地区 

 

 (2) 学区域 

美好町 2 丁目 8、9 

美好町 3 丁目 次以外の地域 1～13、29～39 

分梅町 1 丁目 18～26 

分梅町 3 丁目 全域 

分梅町 4 丁目 次以外の地域 3～6、8、9、10 （の 4～10、13～17、

20、25～38）、11、12、24（の 1、4、11～14、

16）、25、26、27 （の 1、2、8、11～15）、28 （の

1、9、17、18） 

住吉町 3 丁目 1～15 

四谷 2 丁目 1～21 

日新町 1 丁目 全域 

日新町 2 丁目 次以外の地域 24（の 6）、25（の 3）、26、27（の

8）、28～30、31 （の 5～13）、32、33 （の 5）、38

（の 11）、39、40 

日新町 3 丁目 次以外の地域 14 （の 3）、15、16 （の 7、11、12）、

18（の 5～10、12～19、21、22、29、35、41、

42） 

本宿町 1 丁目 全域 

本宿町 2 丁目 次以外の地域 3、7、9、11、13、15、17、19、21、

23 

西府町 1 丁目 全域 

西府町 2 丁目 次以外の地域 1、3、5、7、9、11、13、15、17、

19、21、23、25、27 

西府町 5 丁目 次以外の地域 1～9 
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五小学区域（出典：「府中市公立学校学区域図」） 

 (3) 児童数等の現況と予測 

   令和８年度の現況と令和１２年度の予測は次のとおりです。 

   なお、令和１２年度の特別支援学級については、児童数の予測が難しいため、過

去５年間における最大の児童数としています。 

  ア 令和 ８年度：７５７人 ２３学級（通常学級） 

６１人  ８学級（特別支援学級） 

  イ 令和１２年度：８０６人 ２５学級（通常学級） 

          ６１人  ８学級（特別支援学級） 

 (4) 学校敷地とその周辺における自然災害の被害想定と避難所 

  ア 多摩川の氾濫による浸水想定 

    多摩川氾濫避難マップでは、五小の学校敷地は浸水想定区域外としています。 

  イ 内水氾濫による浸水想定 

    内水氾濫マップでは、五小の学校敷地は浸水区域外としています。 

  ウ 土砂災害による被害想定 

    府中市土砂災害ハザードマップでは、五小の学校敷地の南側一部は土砂災害警

戒区域に指定されています。 

  エ 避難所の指定 

    五小は、地震などの大規模災害時においては、避難場所及び一次避難所に指定

されています。一方で、水害時における避難場所としては指定されていません。 

  

五小学区域 
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 (5) 改築校の現況 

   現在の校舎は学校敷地南側、体育館は学校敷地西側、プールは学校敷地東側に位

置しています。最も古い校舎及び体育館は建設後５０年以上を経過しており、老朽

化が進行しています。 

   また、学校敷地内には第五学童クラブを併設し、学校敷地外には第五学童クラブ

分館を設置しています。 

 

 

 

記号 施設 年 階数 面積[㎡] 

①-４ 管理・普通教室棟 S38 ３ 1,726 

①-６ 玄関 S62 １ 4 

③ 体育館 S40 ２ 698 

④ 普通・特別教室棟 S41 ３ 1,011 

⑦ 倉庫 S43 １ 34 

⑫ 倉庫 S58 １ 18 

⑯ 管理・特別教室棟 S62 ３ 2,539 

⑰ 配膳室 S62 １ 77 

⑱ 渡り廊下 S62 ２ 48 

⑲ 楽焼小屋 S62 １ 11 

記号 施設 年 階数 面積[㎡] 

㉓ トイレ S57 １ 30 

㉔ プール機械室 H22 １ 23 

㉕ プール更衣室 H22 １ 50 

㉖ 外トイレ H22 １ 22 

㉘ 体育器具庫 H20 １ 70 

㉙ 倉庫 H8 １ 7 

㉚ 倉庫 H20 １ 20 

㉛ 特別支援教室棟 H28 １ 235 

㉜ 特別支援教室棟 R2 １ 250 

○学 -1 第五学童クラブ H2 1 231 

○学 -2 第五学童クラブ分館 R5 2 348 

※丸囲み数字は令和７年度「学校施設台帳」による施設番号を示しています。 
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地図データ：©Google 
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○A 正門 
 

○B 東側道路 

 

○C 南側通路 
 

○D 歩道橋 

  

○E 西門・第五学童クラブ 
 

○F 西側道路 

 

○G 北側道路 
 

○H 北側自由通路 
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3 整備方針 

 (1) 基本的な考え方 

  ア 児童が学びやすく、教職員も働きやすい学校施設とします。 

  イ コンパクトな施設の中で、多様な学習形態に柔軟に対応できる教育環境を整備

します。 

  ウ 木材を取り入れるなど、環境面に配慮した学校施設とします。 

  エ 学校及び地域が大切にしてきた伝統や特色を継承し、児童、保護者及び地域住

民に愛され続ける学校施設とします。 

  オ 災害時などの利用を想定した配置とします。 

 (2) 各室・スペース 

  ア 教室・教室まわり 

   (ｱ) 普通教室のサイズは、学校生活に必要なスペースを十分に確保することがで

きる８ｍ×８．５ｍとします。 

   (ｲ) 普通教室内には、児童の持ち物などを収納できる十分なスペースを確保しま

す。 

   (ｳ) 普通教室と廊下との間仕切りは、多様な学習形態への対応ができる建具等を

採用し、教室まわりには普通教室と連続して活用できるスペースを設けます。 

   (ｴ) 特別教室は作品の展示や教材を収納できるスペースを確保します。 

   (ｵ) 特別支援学級の教室については、学習の目的に応じた活動がしやすい教室と

します。また、学級数の増減に対応しやすいように、まとまりのある配置とし

ます。 

   (ｶ) 特別支援教室については、個別指導や軽い運動がしやすいスペースを確保し

ます。 

   (ｷ) 教室まわりに児童がリフレッシュできるスペースを確保します。 

   (ｸ) 教室内外の視認性を確保し、死角を無くします。 

   (ｹ) 教室の配置にかかわらず十分な光を取り入れて、明るく快適に過ごせる教室

とします。 

   (ｺ) 周辺からの騒音の影響を低減し、良好な学習環境を確保します。 

  イ メディアセンター（学校図書館） 

   (ｱ) 本に親しめる、居心地の良いメディアセンターとします。 

   (ｲ) 児童が気軽に立ち寄りやすく、本に触れる機会を増やすことができる配置と

します。 

  ウ 廊下・階段等 

   (ｱ) 建物内を移動しやすい動線を確保します。 

   (ｲ) 災害時において、誰もが安全に避難できるよう、必要な設備や円滑な避難動

線を確保します。 

  エ トイレ・流し場 

   (ｱ) 気持ちよく使える清潔なトイレ・流し場とします。 

   (ｲ) トイレの便器は洋式とします。 

   (ｳ) 廊下からトイレへの出入口は扉を設けないこととします。 
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   (ｴ) トイレ内の手洗い場の蛇口は自動水栓を採用するなど、感染症対策を講じま

す。 

  オ 体育館 

   (ｱ) 断熱性を高め、通風を確保し、省エネで温熱環境に配慮した体育館とします。 

   (ｲ) 大人数の利用に配慮し、出入口のゆとりを確保します。 

  カ 校務センター 

    事務室・職員室等を一体的に「校務センター」として整備し、昇降口や校庭が

見渡せる配置とします。 

  キ 校庭・屋外スペース 

   (ｱ) 日ざしや雨を避けられる場所を確保します。 

   (ｲ) 校庭は水はけが良く、砂じんの飛散を抑えられる舗装とします。 

   (ｳ) 屋外活動に必要な倉庫等の附属施設を整備します。 

 (3) 防犯対策 

  ア 教職員の視認性に配慮した配置計画とした上で、必要な箇所に防犯カメラや機械

警備設備及びオートロック設備を整備します。 

  イ 夜間でも安全・安心に通行できる明るさの照明設備を整備します。 

 (4) 避難所機能 

  ア 避難所として利用できる諸室については、主たる避難所となる体育館の近くに

配置します。 

  イ 停電時の補助電源設備に加え、給水やトイレなど避難生活に必要な設備機能を

確保します。 

  ウ 避難所となる体育館や校庭などと連携を図りやすい位置に、支援物資の荷さば

きやトリアージ等が行いやすいスペースを確保します。 

 (5) 地域連携・開放施設 

  ア 地域活動などに利用ができる多目的ルーム等を整備します。 

  イ ＰＴＡの活動スペースを用意します。 

 (6) 学校及び地域の伝統に配慮した施設整備 

  ア 学校や地域の活動・歴史を伝える展示や掲示ができるスペースを確保します。 

  イ 記念碑などは可能な範囲で保存します。 
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 (7) 学校及び地域の特色を踏まえた施設整備 

  ア 五小のシンボルとして長年親しまれてきた「クスノキ」をいかし、その歴史や

思いを継承する屋外空間を整備します。 

  イ 五小まつりや地域と連携して行う遊びの会などの行事が多くあることから、学

年や世代を超えた交流がしやすい環境を整備します。 
 

 

「クスノキ」 

 

五小まつりの様子 

 

 (8) 電気・機械・ＩＣＴ設備 

  ア 電気設備計画 

   (ｱ) コンセントなどの電気設備については、児童・教職員が快適で使いやすい計

画とします。 

   (ｲ) 省エネ設備を採用し、環境に配慮した計画とします。また、太陽光発電設備

の発電量を見える化するなど、環境教育に活用できる計画とします。 

   (ｳ) 自家発電装置と太陽光発電装置の併用を検討するなど、避難所の機能確保を

行います。 

  イ 機械設備計画 

   (ｱ) 空調、換気及び衛生設備については、児童・教職員が快適で使いやすいもの

を選定するとともに、感染症対策に配慮した計画とします。また、避難所とし

て必要な機能を確保します。 

   (ｲ) 高効率な設備等や雨水の利用も検討し、環境や将来の更新のしやすさに配慮

した計画とします。 

   (ｳ) 消防水利として、防火水槽を整備する計画とします。 

  ウ ＩＣＴ設備計画 

    ＩＣＴ機器の在り方の変化に柔軟に対応できる配管・電源等の整備を行う計画

とします。 
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４ 改築事業の概要 

 (1) 改築計画施設の予定規模 

  ア 延床面積 校 舎 約８，４００㎡ 

         体 育 館 約１，２００㎡ 

         附属建物 （屋外倉庫、屋外トイレ等） 

  イ 階 数 ３階建て 

  ウ 構 造 校 舎 棟 鉄筋コンクリート造 

         体育館棟 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 

 (2) 構成諸室 

  ア 校 舎 棟 普通教室 （普通教室、学習室） 

         特別教室 （理科室、音楽室、家庭科室、図工室、メディアセンタ

ー、教育相談室、サポートルーム等） 

         特別支援学級諸室 （教室、プレイルーム、教材室）、特別支援教室 

         管理諸室 （校長室、校務センター、保健室、用務員室、印刷室、

倉庫・教材室、会議室、配膳室、放送室、職員更衣室） 

         共用部 （廊下、階段、トイレ等） 

         その他 （児童更衣室、多目的ルーム、ＰＴＡ室、学童クラブ、放

課後子ども教室） 

  イ 体育館棟 体育室、器具庫、防災倉庫、更衣室等 
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 (3) 建物配置 

  ア 土砂災害警戒区域への配慮、児童の学習・生活環境、校庭の広さ、工期、コス

ト及び避難所機能等を総合的に検討した結果、仮設校舎は設けず、建物を学校敷

地北側に配置する計画とします。 

  イ 校舎・体育館を集約し、校庭を校舎南側に確保します。 

  ウ 屋外倉庫等の附属施設についても、崖地形状となっている敷地南側から十分に

離れた位置に計画します。 

 

 

校庭 

：植栽等 

：敷地境界線 

【凡例】 

校舎棟 体育館棟 

正門 
西門 

車両 
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 (4) 平面計画 

  ア 校舎と体育館を集約し、動線や諸室の配置に配慮した使いやすい校舎とします。 

  イ １階は、主に校務センター等の管理諸室を設けるほか、地域開放諸室をまとめ

た地域開放ゾーン、学童クラブ、放課後子ども教室を配置します。 

  ウ ２階は、南側に普通教室、北側に特別教室を設けます。 

  エ ３階は、南側及び北側に普通教室を設けます。 

  オ 特別支援学級は、南側または３階北側に配置します。 

  カ 北側の教室は、高窓により南からの採光が確保できる計画とします。 

  キ 校舎と校庭の間は、庇（ひさし）のある通路を計画します。 

  ク 体育館は、敷地北西側に計画します。 

平面ゾーニング（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１階 

２階 

３階 

普通教室・特別支援学級等 

管理諸室 

特別教室等 

地域開放ゾーンのセキュリティ区画 

廊下・階段・トイレ等 体育館 

【凡例】 

学童クラブ・放課後子ども教室 

入口 
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 (5) 工程表 

 
※埋蔵文化財発掘調査の状況により、変更となる可能性があります。 

 


